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１. 目的 

 本報告は、近年注目されつつある移民第二世代に焦点をあてつつ、さらにエスニシティ間比較を

視野に入れた包括的研究の一部で、インドシナ系ニューカマー第二世代の学校経験の語りを、その

困難さに注目して明らかにすることを目的としている。 

２. 方法 

 本調査研究では、ポルテスらの研究（2001＝2014）を手がかりに、ベトナム・カンボジア・中国・

ブラジル・ペルー・フィリピンにルーツをもつ１．５世や２世に対して、移動歴、学歴や学校経験、

仕事歴や仕事経験、定位家族との関係、エスニックコミュニティ・出身国との関係、将来の見通し

など、かれらの生活を包括的に捉えるインタビュー調査を継続中で、本報告では、親世代がインド

シナ難民であるベトナム 24 件、カンボジア 16件をデータとし、特に対象者が語る小中学校での学

校経験の語りに注目して分析する。 

３. 結果 

 分析結果として、インドシナ系ニューカマーの第二世代が語る学校経験の困難さの特徴には、次

の３つが析出できた。 

 第１の特徴は、一定数の対象者によって語られた壮絶で悲惨ないじめの経験と、それとの組み合

わせで語られるいじめの状況に介入しようとしない教師の姿勢である。「無視だけじゃない」「ごみ

箱を投げ付けられたりとか、ランドセルをはさみで切られたりとかもした」「先生も、すごく最悪

だったの。校長先生よ。見て見ぬふりしていたの。担任の先生もそう。見て見ぬふりをしていて」

という語りである。このように語られるいじめの中には、日本人生徒から外国人生徒に対するいじ

めだけでなく、エスニシティを同じくする外国人同士からいじめられていたと語られるものもある。 

第２の特徴は、いじめのような困難さを語らない者たちに見られる傾向として、学校経験に対す

る記憶やその頃の感情に対する反応が薄く、特に教師に対して取り立てた印象をもっていないとい

うものである。学校は「楽しかった」、友達の多さも「まあある」とはするものの、現在は、それ

らの友達とも「つながってない」と話し、先生に面倒をみてもらった経験も「あまりない」し、小

中の先生ともに「（好きでは）ない」、学校での成績も「気にしてない」という語りである。 

第３の特徴は、教師から面倒を見てもらったと回答するものの、そのような教師の関わりが、対

象者のエスニシティにかかわる問題にまで届かなかったためか、学校ではルーツを隠し、親に対し

ては「遠足とか、授業参観とかは、あまり来てほしくなかった」と語るものである。このようなケ

ールでは、異質性に対する教師の配慮を欠く同化的支援が、学校での居心地の悪さを作り出してい

ることが確認できた。 

４. 結論 

第１・２の経験を語る者たちが共通して語る関連要因として、親の厳しさ、特に、暴力を伴いつ

つ子どもたちを家庭内に閉じ込める傾向が指摘できる。他方、第３の経験を語る者たちは、親世代

の教育に対する無理解を語る傾向が指摘できる。このようにインドシナ系第二世代の学校経験の語

りは、親世代の教育に対する態度の語りと一定の関連が見いだせた。 
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